
SGEC森林認証材活用事例（川場村役場庁舎）

利根沼田森林組合

持続可能な森林資源の活用を目指して

SGEC森林認証・J-クレジットの取り組み

令和7年度版



ＳＧＥＣ森林認証の取り組み

設 立 日 ： 平成15年4月1日
事 業 規 模 ： 出資総額 82,906千円
組 合 員 数 ： 4,163名
役 員 数 ： 理事15名、監事4名

職 員 体 制 ：

群馬県利根郡川場村（本所）
群馬県沼田市利根町（支所）

職   員 9名
現場技能者 28名
木   工 １名

所 在 地 ：

管 内 民 有 林 ： 27,719ha
SGEC認証森林：  4,400.22ha
認 証 期 間 ： 2024/9/1〜2027/8/31

事 業 実 績 ：

管 内 市 町 村 ： 沼田市、川場村、昭和村
みなかみ町

素材生産 17,849m3
除・間伐 201.1ha
造  林     1.8ha
その他保育 115.0ha
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平成29年9月 SGEC森林認証取得 認証面積 3,979.23ha 令和6年

「川場村が目指す新たなふるさとづくり 〜グリーンバリュープログラムの実現〜」

利根沼田森林組合ＳＧＥＣ森林認証の取り組み

 平成20東京オリンピック・パラリンピック
新国立競技場 軒庇（のきびさし）に使用する
ため、全国から約190立方メートルスギ材が調達
されました。群馬県からは、県内唯一SGEC認証
を取得していた利根沼田組合が川場村産スギ材
を出荷しました。

川場村グリーンバリュープログラム「木材コンビナート構想」との連携

 利根沼田森林組合が本所を置く群馬県川場村
では平成24年、東京農業大学や清水建設と「元
気なふるさとづくり協定」を締結、農業と観光
に林業を加えた「木材コンビナート事業構想」
を立ち上げました。
 構想の中心は、川場村の「豊富な森林資源の
有効活用」で、構想に基づき平成27年に株式会
社ウッドビレジ川場を設立しました。
 ウッドビレジ川場では、間伐材を中心とした
製材施設を軸として、間伐由来の木質バイオマ
ス発電施設を併設、世田谷区へ向け電力を供給
しているほか、廃熱を利用した農業用ハウスを建設し、いちごやバナナ、キノコの栽培を行い、近接する年間
約250万人が訪れる日本一の道の駅「田園プラザ川場」へ出荷するなど、村内の資源を活用した循環型の事業
が進んでいます。
 ウッドビレジ川場への木材供給は利根沼田森林組合が担い、令和3年10月には、CoC森林認証を取得。
 川場村役場庁舎新築に当たり木材コンビナート構想に基づき、初めて認証材を出荷しました。

4,400.22ha

ＳＧＥＣ森林認証取得

利根沼田森林組合
CoC森林認証取得

ウッドビレジ川場

ウッドビレジ川場

製材事業

温室農業発電事業



資料提供：川場村

 施   設： 役場庁舎、学習館、エネルギーセンター
 延べ床面積： 4,180 m2
 構   造： 木材と鉄骨フレームの組み合わせ
 施 工 期 間： 着 工 R4年1月 完 成 R5年10月
認証材(スギ)： 1,840 m3 10,357 本
木材調達先： 川場村村有林

kawa ＢＡＳＥの概要

kawa ＢＡＳＥ（川場村役場庁舎）建設の事例

kawa ＢＡＳＥ 全景

ロビー

エネルギーセンター解説板

木質バイオマス施設
エネルギーセンター

二階 ホワイエ



【プロジェクト概要】
〈名称〉利根沼田地区森林プロジェクト 〈方法論〉森林経営活動
〈期間〉2023年4月1日〜2039年3月31日 〈プロジェクト実施者〉利根沼田森林組合
〈場所〉沼田市、みなかみ町、川場村 〈プロジェクト管理者〉群馬県森林組合連合会
〈対象森林面積〉 831.68 ha（SGEC認証森林） 〈J-クレジット保有者〉株式会社サンワ

左から八木原代表理事会長（群馬県森林組合連合会）、外山代表理事組合長
（利根沼田森林組合）、遠藤代表取締役社長（サンワ）

（株）サンワ 会社概要
本  社： 群馬県前橋市 売上高： 165.6億円
資  本 金： 3,000万円 従業員： 440名
主な事業： 石油製品、プロパンガスの卸、ガソリンスタンドの運営ほか

株式会社サンワ様ホームページ資料（対象森林面積等一部加筆）

サンワと利根沼田森林組合（川場村、代表理事組合長 外山京太郎）と群馬県森林組合連合会
（前橋市、代表理事会長 八木原勇治）は、群馬県内の森林由来のJ-クレジット創出に向け
て、本プロジェクトの実施に合意しました。
このたび2024年6月6日のJ-クレジット制度認証委員会において、プロジェクト登録の承認とな
り、今後利根沼田森林組合が管理する森林で、年間CO₂吸収量1,500ｔ、認証対象期間16年間の
クレジット創出プロジェクトを実施していきます。
創出されたクレジットはサンワが販売するＬＰガスのCO₂排出量のオフセットに活用ます。

2024/6/18

SGEC森林認証林におけるJ−クレジット創出の取組



2024/12/２６
沼田市

群馬県森林組合連合会
利根沼田森林組合
株式会社INPEX

沼田市（所在地：群馬県沼田市、市長：星野  稔）、群馬県森林組合連合会（所在地：群馬県前橋市、代表理事会長：狩野  浩志）、利根沼田森林組合（所在地：群
馬県利根郡川場村、代表理事組合長：外山  京太郎）及び株式会社INPEX（所在地：東京都港区、代表取締役社長：上田  隆之）は、「沼田市有林による森林
由来J-クレジットの創出に関する連携契約」を締結しました。

▲写真は、調印後の記念撮影。写真向かって左から、滝本本部長、星野市長、狩野代表理事会長、外山代表理事組合長

1.    日時    令和６年１２月２６日（木）  午前１１時００分～午前１１時35分

2.   会場    テラス沼田5階議場／Waltzホール（群馬県沼田市下之町888）

3.   来賓    利根沼田環境森林事務所  所長  小野里  直樹    様

4.   出席者
•         沼田市  沼田市長  星野  稔

•         群馬県森林組合連合会  代表理事会長  狩野  浩志

•         利根沼田森林組合  代表理事組合長  外山  京太郎

•         株式会社ＩＮＰＥＸ  取締役  専務執行役員  経営企画本部長  滝本  俊明

沼田市／群馬県森林組合連合会／利根沼田森林組合／株式会社INPEX

四者連携により沼田市有林でJ-クレジットを創出

気候変動対策への貢献を目指す

「沼田市有林による森林由来J-クレジットの創出に関する連携契約」を締結

「沼田市有林による森林由来J-クレジットの創出に関する連携契約」  調印式



沼田市  沼田市長  星野  稔

群馬県森林組合連合会  代表理事会長  狩野  浩志

利根沼田森林組合  代表理事組合長  外山  京太郎

株式会社ＩＮＰＥＸ  取締役  専務執行役員  経営企画本部長  滝本  俊明

沼田市企画政策課資料より

Ｊ－クレジット制度は、低炭素投資を促進し、日本の温室効果ガス排出削減量の拡大につなげることを目的に、省エネ設備の導入や再生可能
エネルギーの活用によるＣＯ２等の排出削減量や、適切な森林管理によるＣＯ２等の吸収量を、クレジットとして国が認証する制度。沼田市は、このＪ－クレ
ジット制度について、総面積の約８０％が森林である沼田市の特性と親和性が高い施策であると注目し、令和５年１１月に群馬県が主催した「ぐんまガバメン
トピッチ」において、Ｊ－クレジット制度を活用しながら環境政策を推進していく旨を発表。

趣旨説明

平成２年に全国で初めて森林文化都市を宣言した沼田市は、現在、同宣言に掲げる「人と自然が真にふれあう理想のまち」を実現するための具体的施策を
まとめた「森林文化都市アクションプラン」の策定に取り組んでいる。本プランには、地域の自然環境との共生を通じて、持続可能な地球環境の実現に貢献
することを目指したさまざまな施策を掲載し、その具体的な施策の一つに「沼田市有林による森林由来Ｊ－クレジットの創出」を盛り込む予定。

沼田市は、本年８月、森林組合の経営指導を行う立場にある群馬県森林組合連合会の立会いのもと、利根沼田森林組合との間で「森林経営
に関する協定書」を締結し、約８００ヘクタールある市有林の適切な管理を開始。

沼田市が森林文化都市宣言を念頭に「人と自然が真にふれあう理想のまち  ゼロカーボンシティの実現に向けての
取組」を推進され、本契約に至ったものと推察する。その取組に当組合が参画できることは、誠に光栄である。対象
の森林は、本年８月に沼田市と「森林経営に関する協定」を締結すると同時に ＳＧＥＣ森林認証林に組み入れた。そ
の理念に基づき、持続可能な森林資源の活用に向け適切な管理に努めたい。この取組が「林業県ぐんま」の最大の
強みとして県内自治体のお手本となることを願う。

「ぐんまガバメントピッチ」は、自治体が抱える課題やニーズを発表し、その課題やニーズに対応する提案を民間企業などから募集する官民共
創の取組。この取組を通じて、沼田市は、株式会社INPEXから沼田市有林を活用した森林由来Jークレジット創出の提案を受けた。

株式会社ＩＮＰＥＸは、石油・天然ガス・低炭素エネルギーの探鉱・開発・生産・販売を行う日本最大規模のエネルギー開発企業で、重点テーマの
一つに「気候変動対応」を掲げ、２０５０年までに自社排出量をネットゼロとすることなどを目標に取組を進めている。沼田市と株式会社
INPEXは、約１年の協議を経て、沼田市有林において森林由来Ｊ－クレジットの創出を連携して目指すことを合意した。

沼田市は、群馬県森林組合連合会、利根沼田森林組合との連携により、市有林の適切な管理を通じて二酸化炭素の吸収機能を活性化し、株
式会社ＩＮＰＥＸとの連携により、森林由来Ｊ－クレジットを創出し、気候変動対策に貢献する。

令和６年１２月２６日に調印式を開催し、この取組に関する契約を締結したもの。

各代表者のコメント

沼田市は、全国初の森林文化都市を宣言したまちとして、先人たちのたゆまぬ努力で築き上げてきた
豊かな自然や貴重な歴史的・文化的資源を活かし、地域の自然環境との共生を通じて、持続可能な地球環境の実現
に貢献する。  本日の契約締結は、その第一歩となるもの。  連携先と協力して市有林の適正管理を行うことでJ-ク
レジットを創出し、温室効果ガスの排出削減を目指す。  本取組を契機として、脱炭素の取組が更に加速することを
願う。

森林由来J-クレジット創出に関する今回の連携は、森林の新たな収益モデルを実現し、沼田市が県内初の公有林事
例を目指す先駆的な取組と認識している。  森林組合系統としても、本連携において、計画作成や調査など具体的
な役割を全うしていきたい。  今後、ますます高まっていく企業のCSR活動や森林整備への期待に応えられるよ
う、時代の新しい流れに則した、さまざまな企画・提案を実施していきたい。

INPEXは、ビジネスの全てにおいて、環境の持続可能性とその保全への強い意識を持ち続けている。
今般、J‐クレジット制度を通じて沼田市の森林が持つ環境的価値及び経済的価値を新たに定義し、森
林の永続性や地域社会に還元する一助になればと考える。  このプロジェクトの成功が、沼田市の皆様
とともに「森林文化都市」を体現する第一歩となることを確信している。



利 根 沼 田 森 林 組 合

〒378-0101 群馬県利根郡川場村大字谷地2054-4

 TEL:0278-52-2127 FAX:0278-52-3557

 https://www.mimizuku.or.jp
PEFC/31-
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